
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
掌
治
茶
隅
吏
概
観

第
閥
鎌

入
入
　
　
　
（
六
〇
六
）

宇
治
茶
園
史
概
説

丈
學
士
　
藤
　
　
田

元
　
春

に

、我
　國
　史
　に　一
　茶
　り
　記
　事
　の
　早
　え
　た
　　る

　は
　日
　本
　後
　聾

　手
　四

　
弘
仁
六
年
四
月
髄
脳
天
白
三
野
近
江
圃
購
滋
賀
韓
論
附
、
中
略

　
皇
帝
隠
避
、
升
堂
禮
佛
、
機
軸
梵
繹
寺
，
停
輿
賦
詩
、
皇
法
弟

　
及
群
匝
曝
者
多
。
崇
幅
博
大
櫓
都
永
忠
、
手
自
煎
γ
茶
奉
御
、

　
施
二
御
被
ゆ

ご
あ
る
を
以
て
初
見
ビ
す
べ
し
。
元
亨
繹
書
に
從
へ
は
信

都
永
忠
は
懇
志
の
入
、
姓
秋
篠
氏
、
寳
亀
三
年
の
初
入

唐
留
學
し
た
る
僑
に
し
て
、
延
暦
の
季
、
使
に
從
ひ
て
馨

る
、
弘
仁
七
年
夏
四
月
庚
子
年
七
・
十
四
を
以
て
浸
す
ご
あ

れ
ば
、
焦
茶
を
煎
じ
て
、
穀
蛾
天
皇
に
上
り
た
る
も
の
、

或
は
自
ら
種
を
彼
土
に
得
て
携
へ
蹄
り
た
る
も
の
な
る
や

も
し
れ
す
。
も
し
果
し
て
然
り
こ
せ
ぱ
延
暦
の
頃
既
に
我

國
に
茶
あ
り
し
也
。
田
吉
至
尊
道
警
記
に
は
、
茶
の
實
唐

よ
う
大
師
（
傳
教
）
求
め
持
ち
て
蹄
朝
、
こ
の
所
に
植
ゆ
ご

あ
レ
て
、
田
吉
坂
本
に
は
夙
に
茶
園
あ
り
、
こ
の
園
は
今

に
池
上
園
ご
癒
し
我
國
最
古
の
園
な
り
ご
稻
せ
ら
る
。
從

っ
て
永
忠
に
非
す
ん
ば
傳
敷
圓
珍
等
渡
唐
の
留
學
僑
が
こ

れ
を
前
後
し
て
我
國
に
移
せ
し
も
の
ご
考
ふ
べ
く
、
喫
茶

の
事
全
く
佛
徒
の
手
に
よ
り
て
其
風
を
傳
へ
π
る
也
ゆ

　
嵯
峨
天
皇
は
永
忠
の
奉
互
し
に
ま
り
て
戚
興
を
大
に
せ

ら
れ
し
も
の
か
、
同
書
に
、
同
年
六
月
壬
寅
に
拡

　
令
畿
内
益
近
江
丹
波
播
磨
等
國
百
様
徳
年
獄
之

ε
記
せ
ぢ
、
思
ふ
に
永
忠
実
御
以
前
既
に
僑
侶
の
旧
聞
に

あ
り
て
彼
土
の
風
を
學
び
、
茶
を
嗜
む
も
の
あ
り
し
な
ら



ん
も
叢
に
至
っ
て
始
め
て
、
墨
譜
の
分
布
が
政
府
の
奨
画

す
る
所
こ
な
り
、
更
ら
に
一
段
の
進
歩
を
呈
せ
り
ご
見
る

べ
し
。

　
當
時
編
纂
せ
ら
れ
た
る
凌
雲
集
に
は
、
嵯
蛾
天
皇
、
秋

日
皇
太
弟
の
池
亨
に
行
幸
あ
り
T
、
欝
欝
満
塁
姻
ご
賦
し

π
ま
ひ
、
或
は
藤
原
多
難
が
閑
居
院
に
幸
し
た
ま
ひ
て
、

吟
詩
不
厭
鳩
香
茗
ご
さ
へ
吟
じ
た
ま
ひ
し
を
見
れ
ば
、
軍

に
煎
茶
の
み
に
あ
ら
す
七
て
「
ひ
き
茶
」
の
風
亦
存
し
た

り
し
や
に
笄
承
せ
ら
る
。
論
れ
ざ
も
其
後
経
選
集
に
藤
原

惟
氏
が
、

　
出
中
昏
黄
春
枝
、
繭
芽
探
勝
爲
茶
時
、
中
略
　
呉
盤
和
味
味
更

　
美
両
五
牲
由
來
是
幽
潔

な
ざ
詠
じ
た
る
を
見
れ
ば
、
喫
茶
の
法
も
亦
彼
國
の
風
を

う
つ
し
、
ひ
き
茶
な
ざ
の
粉
末
に
璽
な
ご
を
混
じ
て
、
恰

も
藥
餌
に
類
す
る
用
方
も
存
し
π
b
し
も
の
、
如
く
、
今

の
世
の
喫
茶
の
姐
ご
は
其
趣
を
異
に
せ
る
も
の
あ
り
。
囁

　
和
名
抄
渦
虫
罎
手
ご
あ
れ
ば
、
、
ひ
き
茶
は
夙
北
存
し
、

　
　
　
第
ナ
ニ
巷
　
　
雑
纂
　
　
宇
治
茶
圃
更
概
罧

西
宮
記
に
は
御
漏
経
の
條
に
、

　
上
卿
依
仰
於
陣
電
燈
名
中
略
、
夏
引
茶
台
内
恩
讐
殿
。

　
m
四
什
仏
行
香
、
｝
工
位
山
ハ
位
　
引
茶
甘
皿
葛
必
難
所
茶

ご
記
し
Q
又
江
家
次
第
に
は

　
黍
御
難
悪
事
上
卿
一
入
著
南
殿
。

　
例
天
喜
四
年
越
ク
日
置
夕
座
、
侍
臣
施
煎
茶
衆
僧
、
相
加
甘
葛

　
煎
、
亦
厚
朴
生
直
等
随
要
施
之

ご
あ
れ
ば
．
璽
を
加
憾
る
の
み
に
あ
ち
す
、
引
茶
に
も
煎

茶
の
中
に
も
、
甘
葛
煎
又
は
智
歯
生
酔
の
ご
ご
き
辛
味
を

和
し
て
腹
せ
る
を
見
る
べ
く
、
藥
殿
の
管
轄
に
し
て
、
御

護
経
の
儀
に
思
し
て
の
儀
禮
た
る
に
似
だ
り
。
か
㌧
れ
ば

三
時
の
喫
茶
は
全
く
藥
餌
の
如
き
も
の
に
し
て
、
僧
侶
の
、

如
き
特
測
階
級
の
用
ふ
る
所
に
か
、
り
、
一
般
の
嗜
好
を

ひ
く
に
足
ら
ざ
り
し
も
の
、
如
く
、
…
時
は
殆
ざ
こ
れ
あ
、

る
を
忘
れ
た
る
に
ち
か
、
り
き
。
例
今
ば
玉
葉
記
す
所
の

　
、
承
安
五
年
七
月
四
日
の
條
に
後
白
河
法
皇
五
＋
賀
を
、
今
度
は

　
、
偏
へ
に
康
和
例
（
僧
河
天
皇
御
賀
）
に
よ
ら
せ
ら
れ
ん
S
て

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
，
　
入
轟
＼
（
六
C
七
》



　
　
　
長
身
霧
　
　
雑
纂
　
事
漕
茶
醐
典
概
醗

煎
茶
具
藤
壷
例
羅
調
帯
、
響
而
薬
物
具
等
繁
翁

　
御
倉
之
腱
，
二
言
紛
失
。
’
伍
今
度
欄
仁
和
寺
圓
堂
、
取
出
鼻
具

　
等
気
落
本
様

ビ
記
せ
る
が
如
き
恩
讐
に
し
て
、
鳥
胴
の
御
倉
に
納
め
た

る
茶
器
既
に
紛
失
し
て
あ
ら
す
、
止
む
な
く
仁
和
寺
楽
堂

に
求
め
て
本
器
を
つ
く
る
こ
い
ふ
に
至
っ
て
、
い
か
に
茶

事
が
儀
式
化
し
て
忘
れ
ら
れ
た
る
か
を
ト
す
る
に
足
ら
ん

か
。
．
・、

蓋
し
茶
は
嵯
峨
の
朝
に
於
て
一
時
は
其
の
流
行
を
見
ん

こ
し
た
る
も
、
・
寛
挙
六
年
遣
唐
使
を
停
め
ら
れ
て
ま
ち
、

再
び
こ
の
風
を
傳
ふ
る
留
愚
僧
の
如
き
も
の
も
世
に
現
世

β
＼
こ
せ
な
か
う
し
か
ば
、
膚
ら
季
御
護
経
に
於
け
る
信

侶
へ
の
施
輿
ビ
し
て
の
み
儀
式
化
も
て
存
し
、
藤
原
氏
榮

華
の
世
に
於
て
為
、
全
く
之
を
顧
み
る
も
の
な
か
b
し
が

如
く
、
源
氏
物
語
枕
草
紙
な
ご
一
言
も
茶
を
嗜
、
む
こ
ど
の

記
事
な
き
也
。
既
に
し
て
時
代
は
憂
遷
し
て
武
家
の
世
こ

な
れ
り
Q
入
宋
の
儒
徒
の
回
り
摩
っ
て
再
び
こ
の
風
を
傳

　
　
　
　
　
　
　
鱈
廻
側
桝
鋪
脳
　
　
　
　
ふ
九
（
）
　
　
　
（
ム
ハ
0
雪
八
）

ふ
る
あ
ウ
う
叢
に
新
宗
漱
の
論
難
ざ
共
に
新
に
喫
茶
の
時

代
を
出
現
す
る
こ
ご
、
な
れ
う
馬
而
し
て
そ
の
弓
矢
を
な

す
も
の
を
建
仁
寺
の
三
三
ご
し
、
栂
尾
の
高
野
こ
な
す
。

　
吾
妻
鏡
建
保
二
年
二
月
四
口
の
型
物
三
盆
軍
實
朝
の
二

月
酵
に
畳
む
や
、
榮
西
御
加
持
を
行
ひ
、
良
藥
ご
回
し
て

本
寺
よ
う
茶
を
逡
め
、
併
せ
て
茶
徳
を
轡
む
る
一
塞
を
副

ふ
る
の
記
事
あ
り
。
こ
の
書
部
喫
茶
養
生
記
に
し
て
、
建

保
二
年
悲
正
月
輩
叙
し
た
る
藩
蓮
の
第
一
版
を
將
軍
七
供

七
」
｝
、
〕
、
℃
將
軍
家
．
の
御
域
悦
を
得
旋
る
也
○

　
高
弊
は
｝
北
明
恵
上
人
ご
い
ひ
栂
尾
に
居
る
ゆ
或
は
入

宋
せ
り
こ
い
ひ
、
或
は
榮
西
に
つ
き
て
心
急
を
得
た
り
ご

記
す
（
元
亨
金
運
）
、
入
宋
せ
る
に
は
、
あ
ら
ざ
う
し
も
の
、

如
し
。
榮
西
の
彼
土
よ
り
上
種
を
欝
ら
し
蹄
國
す
る
や

（
建
久
二
年
）
、
之
を
筑
前
の
脊
振
山
に
植
ゆ
、
琶
俗
之
を

岩
上
茶
ξ
い
へ
う
。
既
に
し
て
高
…
辮
其
種
を
え
て
、
之
を

山
城
栂
尾
に
移
植
し
て
よ
り
其
名
｝
澄
に
高
し
。
海
人
藻

芥
に
は
、
ー



　
葉
上
僧
正
（
榮
西
）
入
唐
の
時
重
て
茶
種
を
選
挙
ゐ
、
栂
尾
明
恵

　
上
零
細
を
翫
即
ふ
。
サ
レ
バ
本
の
霜
傘
、
こ
い
ふ
は
級
…
の
尾
な
り
、
・
非

　
ご
い
ふ
は
宇
治
等
の
事
也
¶
こ
。

記
し
、
近
畿
最
初
の
茶
園
た
り
し
栂
尾
は
、
所
謂
本
茶
こ

し
て
賞
味
の
中
心
ご
化
し
、
其
他
の
産
茶
は
す
べ
て
非
茶

ざ
し
て
難
事
せ
ら
る
、
の
風
を
生
す
る
に
至
れ
り
、
南
北

朝
の
頃
よ
り
、
足
利
氏
の
初
期
に
か
け
て
、
茶
事
に
本
茶

非
茶
の
吟
味
を
弄
ぶ
こ
ご
あ
り
、
武
家
の
輩
競
ひ
て
本
茶

を
重
用
せ
り
、
武
家
の
み
に
あ
ら
す
し
て
地
方
人
ご
い
へ

ざ
も
孚
ふ
て
茶
を
栂
尾
に
求
め
た
事
は
狂
言
に
播
州
の
富

豪
が
人
を
遣
は
し
栂
尾
に
本
茶
を
求
め
し
め
た
る
を
、
途

中
に
て
奪
ひ
ご
る
を
、
仕
組
み
た
る
「
茶
壼
」
ご
い
ふ
も

の
あ
る
に
よ
り
て
こ
れ
を
讃
す
べ
し
。

　
虎
關
師
管
の
著
せ
る
異
書
庭
訓
往
來
の
茶
會
の
記
事
の

如
き
は
、
實
に
當
時
の
武
家
の
茶
事
感
謝
し
て
詳
な
れ
ば

之
を
左
に
引
か
ん
、

　
微
意
｝
、
一
B
、
空
札
遙
絶
思
仰
無
極
之
灘
、
擬
曲
水
宴
可
有
隊
茶

　
　
　
、
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
宇
沿
茶
園
吏
概
観

會
早
撃
承
候
Q
謎
解

異
朝
名
山
者
、
建
漢
蒙
山
、
鷹
山
浮
々
、
我
事
名
山
者
以
栂
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
リ
　
へ

爲
第
一
也
。
仁
和
寺
、
醍
醐
宇
治
葉
室
、
般
若
寺
、
紳
尾
寺
、

是
爲
補
佐
、
此
丈
大
和
断
尾
，
伊
賀
八
鳥
、
伊
勢
河
居
（
今
云

河
上
）
駿
河
清
見
、
武
藏
河
越
茶
皆
是
天
下
所
指
呼
也
。

こ
こ
の
條
、
支
那
及
日
本
の
茶
の
産
地
を
詳
記
し
て
洩
さ

事
、
栂
尾
以
外
殆
ん
ご
全
國
的
に
茶
を
産
す
る
の
勢
あ
り

寛
喜
四
年
（
西
紀
＝
】
三
二
）
高
辮
没
後
、
元
亨
（
西
紀
一

三
二
二
）
に
至
る
僅
か
に
九
十
年
に
し
て
、
茶
園
の
弘
布

既
に
如
斯
し
、
以
て
一
世
の
嗜
好
を
見
る
に
足
ら
ん
、
師

錬
は
更
・
ら
に
…
進
ん
で
、
覆
め
品
種
を
論
じ
て
曰
く
、

　
仁
和
寺
及
大
和
伊
賀
の
名
所
を
麗
々
の
園
に
比
す
れ
ば
砺
麟
を

　
以
て
瓦
礫
に
比
す
る
が
如
く
噂
叉
栂
尾
を
以
て
仁
和
寺
醍
醐
に

　
比
す
れ
ば
、
黄
金
を
以
て
鉛
鐵
に
鍬
す
る
が
如
し
末
流
の
名
轡

　
あ
る
を
以
て
殊
に
本
所
の
儂
聲
を
振
は
し
む
、
之
に
依
っ
て
様

　
　
々
の
按
排
あ
り
。

ご
記
せ
り
、
蓋
し
地
方
の
産
は
元
亨
常
時
、
到
底
栂
尾
の
産

　
　
　
　
　
　
　
　
筑
件
四
鮪
｝
　
　
　
・
漉
μ
」
　
　
　
（
山
ハ
〇
九
）



　
　
　
第
十
二
巷
・
　
維
、
纂
，
　
宇
泊
茶
園
輿
概
醗
．

に
及
ば
す
、
故
に
之
を
窯
場
し
て
本
茶
に
て
面
癖
を
混
じ
て

薫
り
元
る
も
の
あ
り
し
な
ら
ん
、
こ
れ
償
盤
を
振
は
し
む
ご

記
せ
る
所
以
な
り
ε
す
b
つ
い
で
こ
の
文
の
鴬
野
に
於
て
、

　
・
随
分
の
秘
藏
た
り
ミ
錐
も
、
深
瀬
、
河
上
、
小
畠
、
天
狗
谷
、

　
一
瀬
、
外
畑
、
岩
出
、
門
不
見
、
橋
返
等
谷
黒
蓋
清
江
に
入
れ

　
て
之
を
盗
め
候
御
批
判
之
院
本
銘
を
開
か
る
べ
く
當
竪
襟
如
此

　
恐
々
謹
書
。

ご
記
せ
り
。
こ
は
當
時
風
茶
の
遊
あ
り
。
香
を
拝
む
る
に

十
拳
香
ご
て
四
種
強
硬
の
香
を
聞
き
て
勝
負
を
事
ひ
し
ご

同
君
踏
に
、
・
茶
…
揚
に
も
亦
同
じ
く
十
種
茶
、
諏
ハ
指
揮
余
、
四
輪
…

十
服
、
二
種
昏
絶
、
三
種
智
嚢
等
の
名
あ
り
て
、
本
非
の

産
地
名
を
飲
み
で
判
じ
あ
て
る
事
の
遊
あ
り
し
た
め
に
し

て
勝
敗
を
意
想
外
に
田
で
し
め
ん
が
た
め
に
、
深
獺
以
下

名
苑
の
産
を
特
に
秘
遣
す
る
も
の
あ
り
し
を
語
れ
る
也
。

面
し
て
こ
の
交
の
深
瀬
は
栂
尾
の
茶
園
に
し
て
小
畠
は
今

の
木
幡
、
、
一
驚
は
愛
宕
郡
雲
ヶ
畑
村
、
外
畑
は
宇
治
の
上

流
、
滋
賀
縣
外
論
な
る
も
の
、
如
ぐ
．
岩
出
、
門
不
見
、
・

　
　
　
　
　
　
　
第
四
鞭
，
　
　
九
ご
　
　
（
六
一
〇
〉

忍
返
の
三
園
に
至
っ
て
は
今
直
ち
に
其
の
所
在
を
明
に
し

が
た
し
ビ
難
も
、
こ
の
記
事
に
よ
り
て
以
て
、
営
門
好
事

の
者
が
茶
亭
を
適
地
に
栽
培
し
て
、
い
か
に
も
し
て
風
昧

の
持
異
な
る
も
の
を
霞
さ
ん
ご
～
苦
心
せ
る
の
跡
を
窺
知

す
る
を
得
べ
し
9
而
し
て
二
審
記
す
所
の
眞
壷
ご
は
倭
調

栞
に
は
茶
壷
を
い
ふ
ご
あ
b
。
茶
溢
察
蹄
に
は
、
清
江
叉

は
清
香
を
以
て
三
三
の
上
品
也
ご
い
へ
り
。
我
國
に
て
は

江
州
信
樂
の
茶
壷
を
以
て
逸
品
こ
し
て
今
日
に
及
べ
る

が
、
」
往
々
に
し
て
清
香
の
文
字
を
刻
し
た
る
も
の
あ
り
》

宇
治
上
林
藩
松
氏
所
藏
の
茶
壷
に
於
て
筆
者
は
其
嚇
實
例

を
見
る
こ
ご
を
得
た
り
、
こ
れ
に
よ
b
て
庭
訓
往
來
の
時

代
銑
に
茶
壺
の
如
き
、
香
味
を
保
存
す
べ
き
為
の
と
し
て

特
に
其
製
作
に
苦
心
し
、
其
の
善
悪
を
品
敵
す
る
に
鏡
敏

な
り
し
を
下
す
ご
い
ふ
べ
し
。

　
師
錬
の
弟
玄
悪
叉
世
人
の
知
る
こ
ご
《
三
筆
に
長
じ
」

喫
茶
往
嬢
の
記
あ
り
、
兄
弟
共
済
茶
道
を
編
め
る
こ
ざ
常

入
に
超
へ
た
）
。
さ
れ
ば
為
書
述
な
る
両
鷹
訓
往
來
に
も
、



　
茶
壼
各
栂
尾
高
雄
之
茶
袋
中
略
，
從
上
位
至
宋
座
献
茶
、
次
第

　
不
雑
鰍
、
或
四
種
十
服
之
勝
負
噛
或
都
鄙
善
悪
之
批
判
云
々
。

　
又
本
非
已
下
之
批
鵯
可
備
後
日
之
稽
古

ご
記
し
、
茶
湯
に
は
必
ず
爆
睡
を
批
判
し
、
産
地
を
飲
み

あ
て
、
勝
負
す
る
た
め
の
稽
古
を
必
要
ε
す
る
の
風
あ
る

を
語
れ
り
。

　
蓋
し
南
北
朝
の
初
め
頃
よ
り
、
足
利
氏
初
期
に
は
茶
を

弄
び
て
、
途
に
之
を
賭
博
の
一
階
ご
ま
で
、
鷹
落
せ
し
め

し
も
の
、
如
く
、
博
滋
随
筆
に
も
其
一
種
ビ
し
て
記
入
さ

る
、
程
に
て
、
太
李
記
天
然
寺
建
立
の
條
に
は
、
武
家
の

茶
焙
酒
宴
に
狂
態
を
つ
く
す
を
難
じ
、
同
書
三
十
三
に
は

佐
々
木
廼
碁
の
榮
華
を
し
る
し
て
、

“
茶
の
懸
物
に
百
物
、
百
の
外
に
叉
早
引
の
置
物
な
“
し
し
て
勝
て

　
ば
師
之
を
己
に
入
れ
す
、
其
物
を
畢
け
て
之
を
其
席
に
あ
る
田

　
樂
白
拍
子
等
に
投
與
せ
り
。

ビ
記
し
澱
。
以
て
當
時
】
般
の
流
行
を
知
る
べ
く
、
こ
れ

に
ま
h
・
て
茶
園
が
、
あ
ら
ゆ
る
山
地
に
試
み
ら
れ
て
、

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
塞
　
　
宇
治
茶
園
災
概
蹴

キ
た
チ
ヤ
　
ド

試
茶
勝
負
の
鼻
を
明
か
さ
ん
た
め
に
苦
心
さ
れ
た
る
の
理

由
あ
る
を
認
む
べ
し
ご
す
。

　
思
ふ
に
庭
訓
往
還
時
代
の
茶
事
は
、
喫
茶
養
生
の
本
溢

よ
ゆ
み
れ
ば
、
全
く
脇
溢
に
そ
れ
セ
る
も
の
な
れ
こ
も
、

こ
れ
に
よ
り
て
喫
茶
が
殆
ご
全
國
に
流
行
し
、
民
衆
化
し

た
る
の
勢
を
蓮
め
た
事
は
疑
ふ
べ
か
ら
で
、
つ
い
で
足
利

義
政
洛
外
東
山
に
退
隠
し
て
東
求
堂
に
居
b
、
同
仁
齋
な

る
茶
室
を
作
り
。
屡
茶
宴
を
設
け
同
朋
翼
能
、
奈
良
稽
名

寺
の
信
珠
光
等
を
重
用
し
て
よ
り
、
茶
蓮
は
更
ら
に
一
轄

機
を
見
る
に
至
れ
り
、
之
ご
同
時
に
栂
尾
を
本
茶
こ
し
た

る
時
代
は
過
去
に
悪
し
、
新
た
に
我
宇
治
茶
の
名
天
下
に

重
き
を
爲
す
こ
ビ
・
な
れ
）
、
以
上
述
ぶ
る
駈
た
や
要
を

つ
ま
む
に
止
ま
れ
リ
ビ
雄
も
、
時
代
ご
共
に
茶
事
に
鍵
遷

あ
り
、
一
兀
亨
年
間
に
至
り
て
宇
治
に
茶
あ
る
を
記
す
も
未

だ
栂
尾
の
本
茶
に
及
ば
ざ
り
し
を
知
る
べ
し
、
蓋
し
十
四

世
紀
の
初
期
宇
治
は
猶
其
揺
農
期
に
あ
り
し
也
。

　
　
　
　
’
二
、
．

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
・
九
三
　
　
（
六
コ
）



　
　
　
．
第
、
十
ご
、
巷
・
　
、
難
　
纂
　
　
宇
治
茶
閣
．
史
概
観

　
宇
治
に
茶
園
あ
る
は
其
由
來
既
に
記
せ
る
が
如
し
。
元

亨
當
三
三
に
栂
尾
の
副
こ
し
て
仁
和
寺
醍
醐
ご
共
に
其
産

あ
り
し
は
疑
ふ
べ
か
ら
す
、
同
書
の
醍
醐
こ
い
ひ
、
小
畠

ご
い
ひ
、
外
畑
ご
い
ひ
、
す
べ
て
こ
れ
宇
治
に
近
接
し
、

今
の
宇
治
郡
及
久
世
郡
東
方
に
存
す
る
洪
積
期
の
段
丘
に

培
養
さ
れ
た
る
茶
な
れ
ば
、
岡
機
の
地
質
地
昧
が
、
夙
に

注
目
さ
れ
た
る
を
知
る
ご
錐
も
、
其
名
ま
だ
大
に
現
臓
れ

ざ
り
し
が
、
慮
仁
文
明
の
頃
北
至
っ
て
、
は
じ
め
て
本
茶

の
位
麗
を
．
奪
ふ
に
至
れ
り
∵
當
時
の
公
卿
に
し
て
博
識
の

舞
高
き
毒
條
楚
良
質
は
、
尺
素
心
魂
を
著
し
て
以
て
こ
の

終
息
を
明
に
せ
り
曰
く
、
、

宇
治
者
三
代
近
來
三
四
賞
翫
、
栂
尾
者
此
間
三
三
微
之
艦
候
、

名
ノ
下
不
麗
三
三
不
可
三
思
食
忘
三
三
。
彼
三
所
者
久
敷
浮
華

平
坦
一
瞬
，
不
劣
於
雪
渓
趙
州
之
風
、
、
自
含
雪
国
月
團
之
二
型

丁
年
一
様
鷹
紫
日
雀
否
之
味
也
。
先
払
瀞
一
翼
一
使
於
｝
一
方
、
暫
就
早
晩

之
左
右
、
薄
膜
定
御
零
之
前
後
鰍
。
随
而
坑
壼
二
鰯
遣
之
候
、

朝
臼
並
深
瀬
昏
蒙
摘
不
散
一
葉
可
算
納
之
候
、
叉
清
香
底
入
等

　
　
　
　
　
　
　
第
姐
號
、
　
　
九
四
　
　
（
六
、
一
二
）

　
都
合
五
ク
候
、
闘
伽
井
、
逆
、
外
畑
、
小
畠
、
藤
置
旧
之
名
苑

　
（
中
略
）
門
番
茶
可
被
牧
測
候
。

ご
、
こ
め
交
に
よ
り
て
明
に
當
代
將
軍
義
政
の
宇
治
茶
を

重
用
し
た
ゐ
を
見
る
べ
く
、
朝
日
パ
宇
治
銘
薗
の
こ
を
以

て
栂
尾
の
深
瀬
ご
相
並
び
た
る
名
園
こ
し
、
之
を
一
葉
も
、

散
ら
覧
す
牧
納
す
べ
き
を
告
ぐ
る
に
於
て
、
其
品
種
の
位

置
を
明
に
せ
ゆ
ご
い
ぶ
べ
し
斗
，
閥
伽
井
以
、
下
五
ヶ
の
園
の

　
　
ト
ノ
ハ
タ
　
　
　
コ
バ
タ

中
、
外
畑
、
小
畠
ニ
ケ
所
の
外
は
今
口
之
を
明
に
し
が
た

き
を
恨
む
ご
錐
も
、
宇
治
の
朝
日
の
産
が
栂
尾
よ
り
も
勝

り
し
は
疑
ふ
べ
か
ら
、
す
、
故
に
蘭
叔
の
酒
要
論
に
も
、

　
近
代
好
三
三
宇
治
爲
第
｝
、
栂
尾
二
次
之
、
本
朝
諺
謂
好
茶
肴

　
日
撒
寄
者
，
叉
諺
日
、
至
宇
治
茶
三
三
習
、
蝕
皆
濁
音
。

ご
激
賞
す
る
に
至
れ
り
ゆ

　
蓋
し
兼
良
は
慮
永
九
年
に
生
れ
文
明
十
三
年
に
麗
す
、

そ
の
關
臼
ε
な
り
し
は
義
政
將
軍
の
五
年
に
し
て
其
没
し

た
る
は
義
政
の
卒
去
に
先
つ
こ
ご
九
年
、
其
一
代
は
全
く

義
政
の
、
一
代
と
膏
薬
せ
る
も
の
な
れ
ば
．
當
代
近
來
の
賞



翫
こ
い
ふ
は
全
ぐ
義
政
の
時
代
を
さ
せ
る
も
の
こ
い
ふ
べ

し
、
果
し
て
然
ら
ば
宇
治
に
茶
園
あ
る
は
鎌
倉
時
代
末
期

（
元
亨
）
回
議
の
こ
ご
に
し
て
、
其
名
を
得
た
る
は
癒
仁
丈

明
の
頃
に
あ
り
こ
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
す
。

　
然
る
に
貝
原
盆
軒
は
扶
桑
記
勝
に
総
て
、

　
鳥
鼠
同
穴
集
に
曰
く
，
明
恵
上
人
茶
實
を
宇
治
ぐ
」
栂
尾
く
」
に
う

　
　
、
、
又
一
説
に
將
死
亡
満
は
じ
め
て
大
内
的
に
命
じ
て
茶
を
宇

　
治
に
植
え
さ
せ
ら
る
一
こ
い
ふ
、
い
ま
だ
鶴
の
読
を
是
ミ
す
べ
き

　
を
知
ら
す
。

こ
の
べ
て
、
宇
治
の
茶
園
が
明
恵
上
人
に
始
ま
る
こ
い
ふ

説
ビ
併
せ
て
義
満
に
黒
ま
る
ご
い
ふ
説
を
記
せ
）
、
異
制

庭
訓
往
來
に
も
既
に
宇
治
に
茶
の
産
あ
れ
ぽ
、
義
満
に
初

ま
る
ご
い
ふ
は
正
し
き
見
解
に
あ
ら
ざ
る
こ
ご
明
な
互
置

．
錐
も
、
宇
治
茶
園
の
起
源
を
記
す
も
の
に
し
て
、
こ
の
説

を
な
す
も
の
甚
だ
多
し
。

　
例
命
ば
信
盤
察
の
除
睡
抄
の
如
き
其
の
一
例
に
し
て
、

　
或
嘗
云
、
義
満
継
接
伏
見
晶
在
ル
蒋
夢
一
一
陸
弱
勢
植
ワ
茗
。
大
内
氏

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
挙
治
茶
園
奥
概
説

　
人
（
或
云
山
名
釜
湯
）
、
宇
治
高
峯
二
茶
種
↓
其
後
森
園
、
長
井
氏

　
入
射
刃
傷
其
中
．
野
並
二
朝
日
両
京
極
家
園
長
〆
祠
、
云
二
奥
由
輔
近

　
世
上
林
等
茶
人
丹
波
上
林
郷
．
り
來
”
製
ノ
茶
。

こ
の
べ
た
り
、
雍
州
府
志
に
も
亦
、
義
満
朋
仙
を
夢
み
て

茗
を
こ
の
地
に
植
え
し
む
ご
記
し
、
宇
治
町
の
上
林
春
松

氏
饗
す
る
宇
治
奮
記
に
も
．

鹿
苑
院
菜
園
道
を
翫
た
ま
ひ
、
．
伏
見
へ
御
遊
行
の
時
仙
紳
な
る

も
の
御
茶
を
進
上
す
、
上
も
な
き
茶
な
り
ε
諸
悪
あ
り
て
∵
匁

れ
よ
の
無
上
ぐ
」
い
ふ
、
邸
仙
紳
御
傳
三
論
て
、
奉
行
千
郎
へ
被

仰
付
宇
治
の
地
へ
移
す
也
、
御
園
は
森
の
園
、
川
下
の
園
、
武

衛
の
園
は
朝
日
の
園
、
京
極
の
園
は
研
の
園
、
奥
の
山
園
、
山

名
の
園
は
宇
文
字
園
巳
上
山
ハ
園
の
後
上
林
の
園
を
加
へ
て
七
種

の
園
ε
號
す
。

ε
寵
し
、
除
睡
抄
の
記
事
に
一
致
す
る
所
多
し
○
果
し
て

然
ら
ば
義
瀧
を
俊
ち
て
後
、
御
園
を
は
じ
め
、
諸
侯
の
虞

在
園
が
毘
來
た
み
こ
ご
、
な
る
也
、
綴
れ
ざ
も
朋
仙
を
夢

む
る
の
記
既
に
紳
怪
に
し
て
後
世
之
に
籍
っ
て
作
爲
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
四
號
内
　
　
　
ふ
ル
五
’
　
　
（
山
ハ
山
漏
ご
）



　
　
　
、
第
十
二
巻
　
　
雑
」
纂
　
　
バ
宇
治
茶
醐
奥
概
戴

や
の
疑
な
き
能
は
す
Q
現
存
せ
る
他
の
記
録
に
照
合
す
る

時
茶
に
無
上
ご
い
ふ
銘
を
つ
哺
る
は
義
満
時
代
に
非
す
し

て
、
束
上
殿
の
時
代
な
り
こ
い
ふ
が
あ
れ
ば
、
こ
の
記
事

！
必
し
も
信
慧
す
べ
か
ら
す
、
勿
論
良
茶
は
「
朝
の
栽
培
に

て
得
ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
す
、
少
く
ご
も
四
、
五
十
年

め
古
株
よ
り
よ
き
芽
を
出
す
を
摘
取
す
る
に
あ
ら
す
ん
ぱ

香
味
な
ぎ
こ
ご
な
れ
ば
、
東
山
時
代
の
直
弦
が
、
そ
れ
ご

同
時
に
毘
還
し
ε
は
考
へ
ら
れ
す
馬
少
く
ビ
も
義
政
以
前

に
茶
園
は
あ
う
し
な
ら
ん
。
故
に
そ
の
超
原
を
義
満
の
如

き
署
名
の
將
軍
の
命
倉
に
浮
し
た
き
は
人
情
な
れ
ば
、
或

は
こ
の
植
え
も
む
ご
あ
る
は
、
實
は
義
満
の
命
に
よ
り
て

初
の
て
こ
の
地
に
御
園
を
造
ら
し
め
し
も
の
ご
考
へ
ら
れ

さ
る
に
あ
ら
す
ご
錐
も
、
今
日
に
於
て
之
を
断
定
す
べ
き

確
謹
を
有
せ
す
、
恐
ら
く
御
園
の
如
き
東
山
時
代
に
始
ま

り
て
其
の
精
華
を
誇
う
た
ら
ん
を
、
後
人
が
強
い
て
蓑
満

に
附
捌
せ
し
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

鉱
上
林
春
松
家
の
外
、
宇
治
に
ト
…
林
昧
月
齢
あ
り
、
其
末

　
　
　
　
　
　
　
唱
筑
島
四
號
　
　
　
，
九
品
ハ
　
　
旨
（
山
ハ
」
：
四
）

喬
を
族
順
工
科
大
豊
激
授
上
林
晶
雄
氏
ビ
す
、
氏
の
家
に

前
代
記
録
ご
繕
す
る
元
勲
頃
の
寓
本
あ
り
、
代
官
上
林
門

太
郎
の
蝿
書
な
る
は
、
之
を
護
過
し
て
理
解
し
得
ら
る
、

所
に
か
、
、
る
ゆ
今
同
書
に
宇
治
茶
の
漫
筆
と
偏
し
て
記
す

所
實
に
左
の
如
き
も
の
あ
り
。
曰
く
、

　
人
皇
百
三
代
後
花
園
院
御
宇
養
方
義
攻
年
輪
山
雲
」
此
時
代
御

　
茶
の
惣
銘
無
上
ミ
書
付
申
訳
、
天
正
隠
裏
軌
道
珍
ミ
牢
撒
審
者

　
に
御
茶
の
吟
味
被
仰
付
候
、
’
溢
珍
死
去
之
後
紹
雪
融
易
爾
入
被

　
仰
獄
丁
。

　
此
時
七
種
の
銘
二
軸
申
名
を
付
け
て
背
の
無
上
を
極
上
ミ
改
串

　
事
。

r
七
種
の
名
園
の
歌
。

　
，
森
、
祝
、
宇
文
字
、
川
下
、
奥
の
山
、
朝
日
に
つ
義
く
琵
琶

　
　
ε
こ
そ
き
く
。

　
　
誰
、
こ
の
歌
次
嶺
絶
に
も
醗
で
カ
リ
同
書
に
に

　
h
る
り
岩
井
う
も
し
川
下
奥
の
由
ふ
も
ミ
の
朝
日
琵
琶
為
ひ
く
也
」

こ
う
蓋
む
門
太
郎
は
上
林
掃
部
の
鰻
統
に
し
で
昧
筆
、
春

松
は
い
つ
れ
も
其
支
流
だ
り
、
翌
ハ
に
茶
師
を
以
て
徳
川
氏



に
仕
へ
だ
る
も
の
な
れ
ば
、
春
松
の
記
録
も
門
太
郎
の
記

録
も
北
ハ
に
点
軸
力
な
る
墾
考
資
料
π
る
・
を
失
「
は
す
。
殊
轡
れ
こ

も
義
満
當
時
果
し
て
無
上
の
銘
あ
り
し
な
ら
ん
に
は
、
門

太
郎
π
る
も
の
何
ぞ
こ
れ
を
手
記
せ
ざ
る
の
理
あ
ら
ん

や
、
予
は
こ
の
見
地
よ
り
し
て
宇
治
奮
記
述
ぶ
る
所
の
御

園
其
他
に
つ
い
て
も
疑
な
き
能
は
ざ
る
也
、
何
と
な
れ
ば

尺
素
往
來
に
朝
雨
の
園
あ
ヴ
、
・
之
を
以
て
栂
尾
深
瀬
に
比

す
る
を
見
れ
ば
、
癒
仁
蒔
代
、
宇
治
に
於
て
朝
日
こ
そ
尤

も
古
く
し
て
名
あ
り
、
入
口
に
塗
灸
せ
し
な
ら
ん
も
他
の

三
園
に
至
っ
て
は
未
だ
現
は
れ
ざ
b
し
ご
考
へ
ら
れ
ざ
る

に
も
非
ざ
れ
ば
也
、
蓋
し
こ
の
朝
野
の
名
は
宇
治
彼
方
に

あ
る
朝
日
山
の
地
名
に
出
で
、
川
の
北
岸
に
あ
り
て
、
宇

治
本
郷
に
存
せ
す
，
他
の
六
園
は
現
に
小
字
こ
し
て
今
宇

治
町
に
あ
う
、
宇
治
町
の
南
、
李
等
院
の
束
よ
り
南
に
か

け
て
存
す
る
段
丘
上
に
位
し
、
折
居
川
ご
総
す
る
砂
川
の

左
右
に
存
す
る
沖
積
地
の
畑
地
に
於
て
其
大
部
分
を
占
め
、

川
下
の
園
の
如
き
實
に
こ
の
小
川
の
運
び
た
る
沖
積
土
壌

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
宇
治
茶
國
更
概
窺

の
地
先
き
に
あ
る
を
以
て
こ
の
名
あ
ヶ
○
（
今
東
洋
レ
イ
ヨ

ン
會
肚
の
敷
地
に
没
入
す
）
森
園
の
如
き
亦
そ
の
附
近
に

あ
り
、
今
小
字
を
森
町
こ
い
ひ
京
都
府
茶
業
研
究
所
を
置

け
り
。

　
然
り
而
し
て
静
か
に
こ
れ
ら
の
園
名
を
考
ふ
る
に
、
其

地
理
的
地
名
に
關
し
た
る
朝
日
、
琵
琶
、
奥
山
、
川
下
の

如
き
名
を
外
に
し
て
、
森
こ
い
ひ
、
既
こ
い
ふ
の
二
者
に

至
っ
て
は
、
何
れ
も
茶
園
を
取
扱
ひ
し
茶
師
の
家
名
に
よ

り
た
る
や
の
疑
ひ
あ
り
。
門
太
郎
手
記
前
代
記
録
に
よ
れ

ば
、　

森
道
意
ミ
申
者
、
信
長
公
の
御
時
代
知
行
三
百
石
取
來
同
御
茶

　
仕
立
來
候
、
出
現
様
御
時
代
御
茶
間
違
有
之
候
間
知
行
被
召
上

　
候
。

ご
あ
り
、
京
都
血
忌
大
面
文
學
部
國
史
研
究
室
県
門
の
上

林
文
書
に
は
、
こ
の
森
家
に
質
す
る
記
録
少
か
ら
す
。
例

令
ば
、

　
當
茎
茶
痛
事
從
來
朔
日
何
れ
も
可
相
思
其
以
前
に
壼
在
所
を
出

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
九
七
　
　
（
六
一
五
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
宇
沿
茶
襯
吏
概
観

　
事
停
止
候
也
。

　
　
　
三
月
二
十
三
日
　
　
秀
吉
朱
印

　
　
　
上
林
掃
部
汐
の
へ

　
　
　
森
彦
右
衛
門
S
の
へ

　
　
（
註
）
　
宵
事
類
苑
茶
の
湯
の
條
下
に
、
こ
れ
亡
同
一
の
丈
書
存
引
き

　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
て
家
漿
豪
印
定
あ
る
、
蓋
し
本
丈
書
の
爲
し
誤
な
ら
ん
か
。

ご
記
し
、
天
正
十
七
年
宇
治
郷
目
録
に
は
、

　
　
　
　
宇
治
巳
録
之
事
　
（
京
大
國
史
研
究
室
所
藏
）

　
　
一
参
千
七
拾
二
石
　
田
控
柱

　
　
一
千
九
百
八
拾
五
石
　
茶
園
分

　
　
合
　
五
千
五
拾
七
石
之
内

　
　
　
武
三
四
＋
石
　
上
林
御
扶
持

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
百
五
十
石
　
茶
園
八
町
分
米
　
嗣
人
御
扶
持

　
　
　
百
八
拾
酒
石
　
田
畠
七
回

　
　
　
謬
拾
石
田
畠
藏
坊

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
　
　
百
　
石
　
自
分
茶
園
内
に
て
　
森

　
　
　
　
合
　
七
百
武
石

　
　
　
残
響
武
千
八
百
五
石
　
田
畠

　
　
　
　
　
箪
鴻
號
　
　
　
　
九
入
　
　
　
（
山
ハ
一
六
）

　
　
此
免
　
八
百
五
十
五
石

　
定
米
　
　
千
九
百
六
拾
…
参
“
石
五
斗

　
　
千
五
百
五
拾
石
　
茶
園
定
米

　
却
乃
　
三
千
五
百
石

右
心
定
請
毎
年
可
蓮
上
者
也

　
天
正
十
七
年
十
一
月
工
十
口
　
秀
吉
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
林
掃
部
允
さ
の
へ

ご
あ
り
、
別
に
同
研
究
室
に
は
天
正
十
六
年
七
月
及
同
十

七
年
五
月
秀
吉
朱
印
の
請
取
交
書
二
黒
を
藏
し
、
上
林
掃

部
、
森
彦
右
衛
門
爾
名
の
宛
名
を
記
せ
り
。

　
寛
政
重
修
家
譜
に
…
從
へ
ば
上
林
一
掃
部
は
天
正
十
七
年
十

一
月
十
九
日
豊
臣
秀
吉
よ
り
山
城
國
宇
治
郷
の
内
に
て
茶

園
及
び
田
畝
三
百
九
十
石
の
地
を
充
行
は
る
ご
あ
う
、
爾

來
宇
濡
郷
に
於
て
御
茶
頭
取
ε
な
れ
る
家
柄
な
れ
ば
、
こ

れ
を
森
氏
に
比
し
て
新
鋭
ご
い
ふ
べ
く
、
膚
か
ら
奮
家
た

る
森
彦
右
衛
円
の
方
に
歴
史
あ
り
し
も
の
こ
せ
ざ
る
べ
か

ら
す
。
宇
治
昌
録
に
よ
れ
ば
常
時
上
林
の
茶
園
は
、
入
町
こ



の
高
百
五
十
石
を
知
行
の
中
に
有
し
た
る
に
比
し
、
森
の

園
は
自
分
茶
園
内
に
て
百
石
の
免
税
ご
あ
り
て
、
免
税
地

以
外
に
も
茶
園
廣
か
り
し
趣
を
示
め
す
を
以
て
老
ふ
れ
ば

其
所
有
茶
園
は
必
し
も
上
林
の
園
よ
り
も
劣
り
た
る
に
は

あ
ら
ざ
り
し
も
の
＼
如
し
。
從
っ
て
天
正
十
七
年
以
前
に

は
上
林
ご
相
並
び
て
御
茶
頭
取
の
列
に
あ
り
、
左
の
文
書

の
如
き
、
年
號
明
な
ら
す
ε
錐
も
、
そ
の
消
息
を
明
に
せ

る
も
の
こ
い
ふ
べ
し
。

登
斤
拾
疋
宛
の
茶
五
拾
斤
大
津
へ
可
進
上
二
一
、
去
年
参
せ

饒
茶
は
悪
候
由
候
間
馬
を
入
可
然
襟
二
申
－
付
上
回
申
候
猫
木

下
牛
諸
善
潮
候
也
。

　
五
月
十
八
日
　
　
　
　
　
秀
吉
朱
印

　
　
上
林
掃
部
さ
の
へ

　
　
森
彦
右
衛
門
さ
の
へ

　
之
を
要
す
る
に
、
天
正
十
七
年
十
一
月
以
前
に
於
て
は
、

勲
業
が
上
林
ご
相
並
び
π
る
御
茶
頭
取
な
う
し
は
疑
ふ
べ

か
ら
す
。
か
く
て
森
氏
の
茶
園
な
り
し
を
以
て
、
自
か
ら

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
宇
治
茶
國
吏
概
観

森
園
こ
い
ひ
し
に
あ
ら
ざ
る
か
、
果
し
て
然
ら
ば
確
然
こ

し
て
森
園
の
名
あ
る
は
、
織
田
氏
の
頃
に
あ
り
し
も
の
こ

見
ざ
る
べ
か
ら
す
。
後
輿
其
附
近
に
存
し
た
る
上
林
掃
部

の
園
を
、
若
森
の
園
ご
難
し
た
る
が
如
き
、
森
園
に
饗
し

そ
後
に
出
た
る
故
の
名
な
ら
す
ん
ば
あ
ら
す
、
祝
園
亦
其

西
南
に
あ
り
、
こ
れ
又
御
袋
御
茶
師
の
一
家
親
甚
兵
衛
な

る
も
の
、
姓
氏
ご
若
干
の
關
係
あ
り
し
も
の
、
如
く
、
園

を
支
配
せ
る
も
の
、
名
が
移
り
て
國
名
こ
な
れ
る
の
好
例

な
り
こ
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
て
こ
れ
を
見
れ
ば
宇
治
茶
は
元
山
學
の
頃
、
、

附
近
の
小
畠
（
今
の
木
幡
）
ご
共
に
非
茶
の
産
地
な
り
し
が

尺
素
往
來
の
編
纂
平
時
、
宇
治
川
の
北
岸
、
朝
日
園
附
近

の
茶
ま
つ
其
聲
舞
を
高
め
、
其
後
宇
治
川
の
南
岸
に
移
り

て
森
、
脱
、
期
下
等
の
茶
園
に
其
良
品
を
産
す
る
に
至
り
、

や
が
て
織
田
氏
の
森
道
意
を
召
し
か
、
ふ
る
の
燈
こ
な
れ

る
も
の
こ
い
ふ
べ
く
、
更
ら
に
豊
臣
秀
吉
の
上
林
の
園
を

賞
翫
す
る
に
至
っ
て
、
こ
、
に
七
名
園
の
名
初
め
て
定
ま

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
九
九
　
　
（
六
一
七
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
維
　
纂
　
　
宇
治
茶
園
史
概
蹴

り
も
也
。
從
っ
て
こ
の
中
に
山
名
、
京
極
、
武
衛
等
の
園

．
あ
り
し
や
否
や
に
至
っ
て
は
、
今
日
に
於
て
は
之
を
謹
明

す
る
の
手
段
な
き
な
り
。

　
然
り
而
し
て
宇
治
の
名
漸
く
天
下
に
高
く
、
朝
日
園
の

名
、
人
口
に
櫓
灸
す
る
に
至
る
や
、
近
郷
の
も
の
宇
治
茶

ご
総
し
て
之
を
諸
國
に
壷
零
す
る
も
の
あ
り
。
上
林
二
選

氏
著
す
所
の
宇
治
茶
に
常
時
の
布
告
を
の
せ
た
う
。
曰
く

　
　
近
里
輩
以
在
々
所
々
茶
、
號
宇
治
茶
、
於
諸
一
念
令
壷
買
温
言

　
　
語
同
断
次
第
也
、
所
詮
至
如
達
書
獺
者
、
堅
致
停
止
□
叉
寄
事

　
　
於
左
右
三
日
雰
分
之
儀
者
簡
資
綾
在
之
者
相
共
皇
民
加
御
成
敗

　
　
之
由
回
転
出
也
伍
執
達
如
件
。

　
　
永
隷
十
三
年
三
月
二
十
八
日
　
　
　
　
購
長
書
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
卜
書
鵯

　
　
宇
治
惣
中

こ
れ
實
に
當
時
の
形
勢
を
語
る
も
の
に
し
て
、
狂
言
謡
壼

が
嘗
て
栂
尾
の
本
茶
を
播
州
者
が
求
め
た
る
に
籍
り
て
、

之
を
仕
組
み
た
る
に
合
せ
考
ふ
る
時
、
束
山
時
代
、
宇
治

　
　
　
　
　
　
　
第
賑
號
　
　
　
「
0
0
　
　
　
（
山
ハ
一
入
）

茶
ご
稻
し
て
近
里
の
茶
出
の
諸
國
に
出
向
し
た
る
は
疑
ふ

べ
か
ら
す
。
本
書
記
す
所
の
永
仁
十
三
年
は
四
月
二
十
三

日
改
元
し
て
元
魑
こ
い
ふ
、
信
長
が
將
軍
義
昭
を
助
け
て

近
畿
を
準
亡
し
た
る
は
永
隷
十
一
年
の
こ
ご
な
れ
ば
、
信

長
の
政
治
時
代
に
入
り
て
宇
治
茶
商
は
政
府
の
保
謹
を
う

く
る
に
至
れ
る
も
の
ご
云
ふ
べ
し
軌

　
爾
後
豊
臣
秀
吉
の
茶
を
好
む
こ
ビ
前
代
に
…
過
ぐ
る
も
の

あ
）
、
上
林
掃
部
の
一
族
こ
れ
に
仕
へ
で
詩
業
に
精
画
し
、

其
品
種
は
更
ら
に
美
味
を
加
へ
し
が
、
家
康
の
政
権
を
得

た
る
後
に
於
て
も
、
掃
部
の
弟
又
市
、
伏
見
城
に
於
て
載

死
の
敷
あ
b
し
に
よ
り
其
後
相
つ
い
で
、
宇
治
の
代
官
ご

な
り
、
御
物
御
茶
師
ε
欝
す
る
階
級
を
生
じ
て
御
茶
壷
を

・
進
む
る
の
特
椹
を
得
る
に
至
り
、
宇
治
は
途
に
天
下
第
喝

の
名
産
地
ビ
し
て
他
國
の
も
の
之
に
追
随
す
る
を
許
さ
す

以
て
維
新
の
墾
革
に
及
べ
り
。

　
秀
吉
が
い
か
に
上
林
掃
部
を
愛
し
其
の
製
品
を
重
ん
じ

た
る
か
は
、
現
に
上
林
春
松
氏
三
光
の
左
の
交
書
に
よ
り



て
之
を
謹
す
る
を
得
べ
し
。

　
開
茶
並
極
上
二
袋
到
來
候
、
森
か
た
よ
り
越
候
茶
の
儀
は
壼
口

撃
，
言
動
，
．

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

難
潜
慢
じ
濃
縫

を
張
か
へ
、
葉
蒔
粂
等
も

詰
茶
を
入
一
段
入
念

候
。
女
話
は
未
わ
か
き

も
の
」
事
候
之
間
不
入

念
候
共
不
及
是
非
候
、

其
方
儀
は
年
も
寄
候
之

間
、
別
而
可
入
念
之
塵

若
者
に
お
隔
り
候
儀
は

秀
吉
を
を
う
そ
か
に
存

候
三
叉
は
茶
も
よ
く
候

ミ
申
に
付
肉
ま
ん
し
候

鰍
…
、
塵
藻
鳳
、
こ
ぼ
れ

候
茶
可
返
潰
候
へ
共
其

段
は
不
及
是
非
候
知
行

を
も
一
廉
遣
玉
藻
萬
事
情
入
精
之
慮
無
沙
汰
之
次
第
言
語
道
断

霜
起
細
井
中
務
少
輔
可
申
候
也
。

　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
宇
治
茶
園
史
概
観

　
　
卯
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
秀
吉
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
林
掃
部
，
こ
の
へ

　
實
に
こ
の
文
書
は
秀
吉
が
い
か
に
茶
を
愛
し
’
品
位
の

優
良
な
る
も
の
を
製
出
せ
し
む
る
に
苦
心
せ
る
か
を
語
る

も
の
こ
い
ふ
べ
く
、
織
田
氏
以
來
こ
の
地
に
代
官
た
り
し

喪
家
の
す
、
む
る
所
が
却
っ
て
一
段
念
を
入
れ
た
る
を
告

げ
、
轄
じ
て
掃
部
の
茶
の
粗
雑
な
る
を
側
め
て
は
予
を
お

ろ
そ
か
に
存
候
か
ご
ま
で
立
腹
せ
り
、
し
か
も
筆
を
轄
じ

て
茶
も
よ
く
候
嘘
申
に
つ
き
ま
ん
じ
候
鰍
こ
の
べ
て
、
上

林
の
進
む
る
三
品
の
自
か
ら
特
徴
あ
る
を
認
め
だ
が
如

き
、
恩
威
併
せ
て
之
を
し
め
す
の
風
あ
り
、
知
行
を
も
一

廉
つ
か
は
し
た
る
に
よ
り
て
繕
事
に
精
を
入
れ
よ
ご
命
ず

る
所
い
か
に
も
太
閤
‘
の
手
紙
ら
し
く
潤
達
豪
放
の
氣
分
に

充
ち
て
今
更
な
が
ら
そ
の
風
貌
を
想
見
せ
し
む
る
も
の
あ

り
。　

か
く
て
後
上
林
の
茶
園
は
森
の
園
に
比
し
て
優
良
の
品

を
出
す
こ
ご
、
定
ま
り
、
や
が
て
家
康
の
保
護
を
う
く
る

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
〇
一
　
（
六
一
九
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
宇
治
茶
閑
史
概
説

に
至
っ
て
、
掃
部
の
嫡
流
門
太
郎
家
の
外
鳶
、
新
た
に
森

の
知
行
を
召
し
上
げ
て
、
掃
蔀
の
姪
上
林
叉
兵
衛
（
又
市

の
子
）
，
の
家
を
引
き
立
つ
る
に
至
り
、
宇
治
は
三
百
年
、

上
林
尊
家
の
支
配
の
下
に
御
茶
師
な
る
特
溺
階
級
を
つ
く

る
に
至
れ
る
也
。

　
之
に
依
り
て
之
を
見
れ
ば
、
宇
治
に
茶
を
産
す
る
既
に

元
亨
に
あ
り
、
尺
素
往
來
の
當
時
朝
日
の
名
既
に
入
口
に

喰
表
し
て
、
栂
尾
の
深
瀬
を
凌
駕
せ
る
を
見
れ
ば
、
東
山

殿
の
時
代
に
於
て
ま
つ
川
の
北
岸
に
將
軍
手
近
來
の
賞
翫

物
を
産
し
、
や
が
て
川
の
南
に
う
つ
り
て
、
足
利
末
期
に
折

　
　
　
　
　
　
　
飾
四
號
　
　
　
　
　
｝
0
ニ
　
　
ハ
山
ハ
ニ
○
）

居
川
附
近
の
洪
積
丘
陵
地
に
茶
園
を
生
じ
、
織
田
豊
臣
徳

川
の
三
代
其
後
を
う
け
て
之
を
玉
成
せ
り
ご
云
ふ
べ
し
。

も
し
そ
れ
上
林
の
若
森
．
園
、
御
茶
師
、
御
茶
壷
等
の
詳
細

に
継
し
て
は
筆
者
が
將
に
刊
行
せ
ん
ビ
す
る
宇
治
野
に
譲

り
て
薙
に
之
を
省
く
、
讃
者
の
諒
こ
せ
ん
こ
ご
を
乞
ふ
。

附
言
、
さ
き
に
本
稿
為
草
し
終
り
判
る
後
、
愚
師
三
浦
諸
刃
の
指
導
た
得

て
京
大
國
史
研
究
室
に
藏
ゼ
ら
ろ
・
、
上
林
丈
書
た
見
ろ
こ
定
な
得
、

更
ら
に
拙
稿
か
改
訂
す
る
こ
ミ
た
得
漏
り
、
附
艶
し
て
謝
意
た
表

す
。
（
昭
和
二
年
入
月
〉

百
姓
一
揆
の
地
方
的
分
布
に
就
て経

濟
學
士
　
黒

正

巖

　
從
豪
の
用
語
例
に
從
へ
ば
、
異
異
一
揆
な
る
も
の
は
｝
　
　
に
よ
っ
て
自
己
の
利
益
を
主
張
し
、
そ
の
生
活
を
擁
護
せ

種
の
暴
動
で
あ
っ
て
、
農
民
が
團
罷
を
組
み
積
極
的
暴
力
　
　
ん
ご
す
る
破
壊
的
示
威
蓮
動
ご
解
せ
ら
れ
、
從
て
百
姓
｝


